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①活動のテーマ 

 〈テーマ〉小麦粉粘土 

〈テーマの設定理由〉 

暑さにより室内遊びが多くなる夏の期間、「五感を使って物の性質を知る」ことを 

ねらいとし、屋内で活動できる感触遊びを設定する。 

 

②活動スケジュール 

7 月から 9月中旬、1月の期間に複数回（暑さの厳しい日や雨天時に）実施。 

 

③活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 小麦粉、水、油、食塩、食紅、チャック付き袋 

  

④探究活動の実績 

・粘土を見る、触る 

・袋越しに手や足で触る 

・食紅を使っての着色 

・小麦粉の状態から粘土になるまでの過程を見る・触る 

 

はじめは粘土を見る・触ることで確かめるところから始め、次第に着色・作成過程を見るな

ど環境（素材）に少しずつ変化を付けながら実施した。 

 

自分で触りながら、友達の遊んでいる様子を見ながら、回数を重ねるごとに粘土の扱い方が

変化していった。（見る⇒触る、つつく⇒揉む⇒ちぎる、丸める、伸ばす） 

 

感触遊びが苦手・べたべた手につくことが苦手な子は他児の遊ぶ様子を見たり、袋越しであ

れば触ることができたりする様子が合った。手で触ることは苦手だけど足でなら触ること

ができるなど、その子なりに触ってみようとする姿があった。食紅を使って着色したり、作

成過程を見ることで、色の変化や小麦粉のサラサラ触り心地から粘土に興味を持つ姿も見

られた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤振り返り 

大人や友達の様子を“見る”から始めた子ども達。その時によって違う小麦粉粘土の感触を感

じながら小麦粉のサラサラ、色の変化、粉から粘土になっていく作る過程、柔らかさ、固さ、

見立てるなど。“触る”だけでないそれぞれの好きなことを見つけていく様子があった。 

 

袋越しに見る・触る 

ひっぱる 
重ねる こねる 

電車みたい！ トマトみたい！ 

小麦粉の触り心地 のぞく 

腕に巻き付ける 


